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マンボウ属魚類の分類形質として有効な鱗の部位の探索

澤井悦郎

〒 739–8514　広島県東広島市鏡山 1–7–1　広島大学グローバルキャリアデザインセンター

　はじめに

マンボウ［Mola sp. B（山野上ほか，2010）］は，

ミトコンドリア DNA を用いた系統解析の研究が

始まるまで，日本近海では長い間ウシマンボウ

［Mola sp. A（山野上ほか，2010）］と混同されて

きた（山野上・澤井，2012）．しかし，両種は全

長 1.8 m 以上において，形態的に異なる（Yoshita 

et al., 2009；澤井ほか，2015）．近年新たにみつかっ

た両種の分類形質の 1 つに，鱗の形状の違い（マ

ンボウ，円錐形の鱗；ウシマンボウ，長方形の鱗）

が挙げられる（澤井ほか，2015）． 

鹿児島大学総合研究博物館には，マンボウと

同定された国内でも貴重な全長 1 m 以上の液浸標

本（ ホ ル マ リ ン ） が 2 つ（KAUM–I. 19082, 

27983）保存されている（澤井，2016）．これらマ

ンボウ 2 標本を形態的に種同定する調査の中で，

魚体の部位によって鱗の形状が少し異なることに

気が付いた．鱗の形態は種によってほぼ定まって

いるため有力な分類形質になるが，魚体の部位に

よって鱗の形状は少し異なることが知られている

（岩井，2005）．

そこで，最初にマンボウとウシマンボウの鱗

の形状の違いを報告した澤井ほか（2015）の剥製

標本の一部のデータも合わせて，体のどの部位の

鱗がマンボウ属の分類形質としてより適切である

かを調査し，有効な部位を見出したのでここに報

告する．

　材料と方法

本報告に使用したマンボウ 2 標本（標本番号

KAUM–I. 19082, 27983）は，鹿児島大学総合研究

博物館（KAUM）に保存されており，標本の詳

細や種同定は澤井（2016）で報告したのでここで

は省略する．体区分は木村（2010）にしたがい，

頭部，躰幹部，尾部，鰭の 4 つの部位に分け（Fig. 

1），鰭以外の鱗の形状を目視および手触りによっ

て観察した．鱗の写真はデジタルカメラ（PENTAX 

Optio WG-2, PENTAX WG-3 GPS）のズーム機能

を使い，倍率は約 30 倍までの範囲で撮影した．

なお，比較標本として，澤井ほか（2015）で

報告した海とくらしの史料館のマンボウと同定さ

れた剥製標本（サンプルコード YS-2）およびア

クアワールド茨城県大洗水族館のウシマンボウと

同定された剥製標本（サンプルコード OIMo-1）
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Fig. 1. External features of Mola, divided into four parts (head, 
trunk, tail, and fins) based on Kimura (2010).
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のデータも用いた：YS-2 (Fig. 3)，全長 275 cm（生

鮮 時 ）， 島 根 県 邇 摩 郡 温 泉 津 町 沖（35°05'N, 

132°22'E），2004 年 11 月 18 日，旋網；OIMo-1 (Fig. 

4)，全長 300 cm（生鮮時），茨城県日立市会瀬町

沖（36°34'N, 140°39'E），1999 年 7 月 16 日，定置網．

　結果と考察

躰幹部および尾部の鱗　 マ ン ボ ウ 2 標 本

（KAUM–I. 19082, 27983）の躰幹部および尾部の

鱗は全体的に同じ形状で，粗雑な手触りであり，

真上から見ると点状（Fig. 2A），側面から見ると

円錐形であった（Fig. 2B）．これは YS-2 におい

ても同様である（Figs. 3A–B）．しかし，液浸標

本では円錐形の鱗の先端がたわしのように激しく

枝分かれしているのに対し（Fig. 2B），剥製標本

では先端の枝分かれは確認できなかった（Fig. 

3B）．これは剥製化の過程で塗料などが塗られ，

先端の枝分かれが固められたことが要因と考えら

れる．

ウシマンボウの剥製標本である OIMo-1 の躰幹

部および尾部の鱗も全体的に同じ形状で，真上か

ら見ると線状（Fig. 4A），側面から見ると長方形

であった（Fig. 4B）．これらより，躰幹部および

尾部はマンボウとウシマンボウを識別できるた

め，分類形質として有効な鱗の部位と考えられる．

頭部の鱗　マンボウ 2 標本（KAUM–I. 19082, 

27983）の頭部の鱗は，鼻孔下から鰓孔前までの

一部の領域（眼の下周辺）を除き，躰幹部や尾部

と同じような円錐形の鱗であった．眼の下周辺の

鱗は他の部位よりやや滑らかな手触りで，真上か

Fig. 2. Body portions and scales in Mola sp. B, KAUM–I. 19082 (formalin-preserved specimen). A: upper view of scales on body, except for 
region under eye (green line); B: transversal view of scales on body, except for region under eye (green line); C: upper view of scales on 
region under eye (red line); D: transversal view of scales on region under eye (red line). Photographs of body scale were taken by zoom 
function of digital camera (1–30 times).
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ら見ると線状（Fig. 2C），側面から見ると長方形

（Fig. 2D）であった．これは YS-2 においても同

様である（Figs. 3C–D）．液浸標本の鱗は先端が

枝分かれしているのに対し（Fig. 2D），剥製標本

で先端の枝分かれが確認できなかったことは

（Fig. 3D），上述と同じ剥製化の影響と考えられ

る．

一方，ウシマンボウの剥製標本である OIMo-1

の頭部の鱗も，眼の下周辺は他の部位と少し異

なった．眼の下周辺の鱗は躰幹部や尾部と似た長

方形の鱗だが，他の部位よりもやや小さい（Figs. 

4C–D）．ウシマンボウの鱗の先端が枝分かれして

いるかどうかは液浸標本を今後調べる必要があ

る．

分類形質として有効な部位　マンボウの剥製

標本（YS-2）は剥製化の影響による鱗の外観の

変化がみられたが，種としては液浸標本（KAUM–

I. 19082, 27983）と変わらず，同じ部位に同じ形

状の鱗を持つことが示唆された．本報告の結果は

マンボウの剥製標本と液浸標本を比較する際の混

乱を抑えられるものと考える．

一方，マンボウの眼の下周辺の鱗は，ウシマ

ンボウの体表広くにある長方形の鱗と似ているた

め，目視による観察では誤同定を導く可能性があ

る．よって，眼の下周辺の鱗は分類形質として有

効ではなく，頭部の鱗を調べる場合は注意が必要

である．以上より，鱗を分類形質として用いる場

合，マンボウとウシマンボウで明瞭に形状が異

なった躰幹部から尾部の間の鱗を用いることが推

奨される．

Fig. 3. Body scales in Mola sp. B, YS-2 (sample code in Sawai et al. 2015; stuffed specimen). A: upper view of scales on body, except for 
region under eye; B: transversal view of scales on body, except for region under eye; C: upper view of scales on region under eye; D: 
transversal view of scales on region under eye. Photographs of body scale were taken by zoom function of digital camera (1–30 times).
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Fig. 4. Body scales in Mola sp. A, OIMo-1 (sample code in Sawai et al. 2015; stuffed specimen). A: upper view of scales on body, except 
for region under eye; B: transversal view of scales on body, except for region under eye; C: upper view of scales on region under eye; D: 
transversal view of scales on region under eye. Photographs of body scale were taken by zoom function of digital camera (1–30 times).


